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科目の要綱（シラバス）
	科目名称
	学年
	単位数
	必修・選択
	開講時期

	情報Ａ
	１学年
	２
	必修
	通年


授業目的

私たちは，情報社会において，仕事や生活をよりよくしていくためには，情報メディアや情報機器，さらには情報そのものを活用する実践的な能力を身につけることが求められている。この情報活用の実践力を身につけるためには，単にコンピュータやインターネットを使いこなせればいいというわけではなく，インターネット上で行動することの社会的責任を自覚し，モラルやマナーを守り，適切に活動することが必要である。また，その裏側にある原理など，技術的な知識を持つことも必要となる。情報Ａでは，このような情報活用の実践力を，講義（知識理解）ならびに，さまざまな制作実習や問題解決型実習を通して身につける。
授業内容と進め方
授業は，座学（講義）と実習活動がおよそ半々で展開される。講義は普通教室で，実習及びプレゼンテーション時はコンピュータ教室で行う。講義時・実習時には教科書と学習ノートが必要である。コンピュータを活用した作品作りをする際など，自分が扱うファイル，あるいは完成した作品などは，コンピュータの各自のディレクトリに保存することになる。
[主な学習内容]

①コンピュータを利用した作品制作
表計算ソフト，プレゼンテーションソフトを利用した作品制作，ビデオカメラなどの撮影機材，マルチメディアを活用した作品制作など
②ネットワーク社会に参画する態度
電子メール，情報検索，ネチケット，Webページ作成
③情報の科学技術的な理解
カレントフォルダ，パス，ハードウェア，ソフトウェア，ビット，バイト，IPアドレス，DNS，ファイアウォールなど
使用教材

[教科書]
永野和男・山西潤一編，「情報Ａ最新版」，啓林館

[ワークブック]
学習ノート「情報Ａ」，啓林館

[副読本]
サブテキスト「情報サイドマニュアル」，啓林館

その他の関連する書籍や資料は講義中に紹介する。
学習上の留意点
学習方法
コンピュータの操作スキルについては，個人差があることが予想されるが，情報Ａはコンピュータ操作そのものは評価対象ではない。コンピュータ操作が上手というだけで良い成績が取れるとは限らないので謙虚に授業を受けるようにすること。
実習活動について

情報Ａは２分の１以上が演習の時間になっている。演習は個人又はグループで行う作品制作，インターネット等を利用した情報収集，ディスカッション（討議）や発表などである。実習活動で行われる活動の多くが，唯一の答えというものが存在しないものである。実習活動には，自ら考えて積極的に取り組むこと。実習活動はグループ（班）単位で行うものがあるので，グループメンバーと協調性を持って取り組むこと。コンピュータ教室での実習活動中，指導者が説明を始めたら，一旦作業を休止して耳を傾けること。授業時間外の活動では，活動の際に機材を貸し出す場合があるが，貸し出しにあたっては責任者を決めて期限までに返すこと。遺失・破損などには充分注意すること。学外での活動に当たっては一般の方々のご迷惑にならないように心がけること。
大学入試

一部の入試で課される問題解決型の課題では，与えられた課題（問題）に対して情報を収集し検討して解決する。そして自分が出した結論を分かりやすく相手に伝えることが求められる。これら一連の事柄は情報Ａの学習内容である。また，一般入試でも「情報」，「プレゼンテーション方式」を取り入れる大学もある。
成績評価

評価は，出席30%，評価物50%，プレゼンテーション・実技20%の割合で行う。評価の対象物は，定期試験（ペーパーテスト），制作物（実習課題・レポートなどの提出物）である。プレゼンテーション・実技の評価点は，生徒の自己評価および相互評価をもとに決定する。
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